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報告者 

シンフォニア・プロパティーマネージメント株式会社 

代表取締役 張耀光 

 

令和２年度ICT教育モデル事業 

（Kebbi Airを活用してのプログラミング教育） 

の実証実験に関する報告書 

 

◆実証期間：２０２０年１０月２１日〜２０２１年２月２６日 

 

◆実証実施校： 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆実証スケジュール： 

「納品およびWi-fi設定、事前説明」 

▶️以降各校グループ LINEにて授業準備確認実施 

１１月２６日 

１２月 ８日 

１２月 ９日 

２月 ９日 

 

◆事業者 

【シンフォニア・プロパティーマネージメント株式会社】 【近藤産興株式会社】 

【NUWA ロボティクス JAPAN 株式会社】 

 

◆協力 

 大府市教育委員会  長久手市教育委員会  

 

◆実証報告 

「実証準備」各校、授業に入る前に授業準備説明を実施しました。 

大府市立大府小学校       

大府市立共和西小学校       

大府市立共長小学校       

長久手市立北小学校        

長久手市立北中学校        

 

延べ対象２０クラス ７２１名 

 

 

 

 

 

３年生３クラス１２０名 

５年生４クラス１３５名 

５年生４クラス１４０名 

４年生４クラス１５６名 

２年生５クラス１７０名 

 

（木） 大府市立共和西小学校 

（火） 大府市立大府小学校 

（水） 大府市立共長小学校 

（火） 長久手市立北小学校、長久手市立北中学校 
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※指導プロセスについては【別添】４ページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶️授業では、Kebbi とプログラミング実験室（Web版）＋ミッションカードを使用しました。 

※ ミッションカードについては３ページの資料で確認できます。 

〈ワークシートと教師指導書〉 

〈教師指導書〉 
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プログラム実験室 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈プログラミング実験室とは？〉 

NUWA が Google Blockly（グーグルブロックリー）をベースとして開発したビジュアルプログ

ラミングツール。Kebbi のサーボモーターと各種センサーを制御するブロックを組合せること

で、動きやインタラクションを作成することができる。 

 

※ミッションカード 
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◆プログラミング授業の実施  

 

大府市立大府小学校 対象：３年生 

１月１９日（火）、２６日（火）、２９日（金） 

子供たちはプログラミング授業の導入として、Kebbiに触れ合うことからスタートし、簡

単なプログラミング操作を行いました。その後、担当教諭が大府市プログラミング教育

手引書のコンテンツからKebbiの開発ツールを使用し、社会科とプログラミングを組み

合わせた授業を実施しました。 

子供たちは動くロボットのKebbiに興味津々で、一つ一つのKebbiの反応に多くの

「可愛い」という声を上げていました。楽しみながら授業に参加し、プログラミングの操

作に慣れ親しんでいる子供もたくさん見られました。後日、サポートのないクラスでもこ

のプログラミング授業が実施されたことを担当教諭より伺いました。 
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担当教諭オリジナル Kebbiプログラミング＋大府市プログラミング教育手引書 
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大府市立共和西小学校 対象：５年生 

２月４日（木）、８日（月）、１０日（水）、１２日（金）、１６日（火）、１９日（金）、２４日（水） 

子供たちはプログラミング授業の導入として、Kebbiに触れ合うこと（顔と名前認識や

センサーの反応体験、会話）からスタートし、プログラミング実験室でプログラミングの

ブロック操作を行いました。最終日は体育館で、担当教諭のオリジナルカリキュラムが

実施されました。 

子供たちはタブレット端末を使用して Kebbiの操作を行い、はじめてのおつかいを

する Kebbiのミッションに取り組みました。チームで協力しながらミッションクリアを目指

す子供のひたむきな姿が印象的でした。 
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大府市立共長小学校 対象：５年生 

２月１０日（水）、２４日（水）、２５日（木） 

子供たちは、Kebbi と触れ合うことからスタートし、簡単なプログラミングの操作を行

いました。その後、Kebbiの宇宙旅行ミッションに取り組み、最後には、担当教諭のオリ

ジナルミッション（各ポイントを通過しながら、適した表情を加えてゴールを目指す）に

取り組みました。 

宇宙から地球に来た Kebbiが様々なミッションをクリアする設定に子供たちが興味

をもち、楽しそうに何度もチャレンジする様子が印象的でした。子供たちのタブレットリ

テラシーが高く、次々とミッションをクリアしていく姿が見られました。 
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長久手市立北小学校 対象：４年生 

２月１６日（火）、１８日（木）各クラス２時間ずつ 

子供たちは、Kebbiに触れ合うこと（顔と名前認識やセンサーの反応体験、会話）か

らスタートし、プログラミング実験室でのプログラミングでブロック操作を行いました。そ

の後、Kebbiの宇宙旅行ミッションに取り組みました。 

３Dシミュレーションで音を出したり、表情を変えたりするなど多くのコマンドやモー

ションを試すことで楽しみながらプログラミングを学ぶ姿が印象的で、Kebbiに触れ合う

ことに高い関心を示す子供がたくさん見られました。 
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長久手市立北中学校 対象：中学２年生 

２月２５日（木）、２６日（金） 

授業実施前、中学校でのプログラミング学習に Kebbiをどのように活用していくかの

打ち合わせや通信状況の確認を行うなど丁寧に授業準備を進めていました。最終的

に担当教諭が子供の学習状況に合った Kebbiの宇宙旅行ミッションを選択し、それを

用いたプログラミング授業を実施しました。 

子供たちは、スクラッチを経験しており、ミッションをクリアするだけでなく、応用として

Kebbiの表情を変えたり、会話を加えたりするなど、プログラミングの発展性をよく表現

していました。 

Kebbiの動きや表情、会話に親しみをもつ子供たちの姿がたくさん見られました。ま

た、授業終了時に、子供から「Kebbiを使った授業がきっかけで、ロボットプログラミン

グを本格的に勉強したいと思った。どんな高校のどんな学科に進学したらよいか？」と

いう質問を受けるなど、うれしい出来事がありました。 

担当教諭から「子供たちにとって大満足の時間を提供でき、指導者も安心して授業

に臨むことができた。引き続き活用し、できるだけ多くの子供が Kebbiに触れる機会を

作りたい」という意欲的な言葉をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学校、２月末で実証授業は終了しましたが、学校の要望に応じて３月末まで

Kebbiのプログラミング学習を継続させることになりました。 
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―追記事項― 

   プログラミングカリキュラムの拡張性について。 

▶️今回、大府市各校の授業では、Kebbiで完備している基礎プログラミングカリキュラム

に加えて、大府市プログラミング教育手引書の内容をKebbiの開発ツールを使用し、

追加実装して授業が行われました。このようにしたことで、基礎プログラミング学習に加

えて、各教科のリテラシーを活かしたプログラミング学習も実現可能になると考えます。 

▶️下図がイメージになりますが、上記の各校のオリジナルプログラミングをライブラリー

化し、各校共有できるようになると、子供たちに更に深く、広いプログラミング学習の機

会を与えることができると考えられます。 

 

◾️各自治体からの実証授業要請 

実証期間中、東浦町教育委員会・健康福祉局児童課や名古屋市教育委員会より、

Kebbi を活用したプログラミング学習に関心をもっていただき、今後、それぞれの自治

体でも引き続き実証の機会を求める声がありました。 

 

   各校のWi-fi環境について 

▶️大府市の学校Wi-fiは、Kebbiの接続の設定調整が叶いませんでしたが、長久手市立

北小学校、長久手市立北中学校では学校Wi-fiとの接続ができました。 

▶️従前のWi-fi環境では、タブレットとKebbi が同時に複数台稼働する場合に、データ

処理に容量が追いつかない現象も発生しました。 

▶️今回、対応策として、Kebbi側システム改修やサーバー改修も実施、更に、Kebbi Wi-

fiステーションというポータブルの5GHz Wi-fi（試作機）を持ち込むことで、環境に適応

することができ、実証後半はスムーズな接続、授業進行が実現できました。 

 

 

NUW Aライブラリーサービス
先⽣の経験、知⾒、スキルの共有化

   アーカイブ化   他校の先⽣のオリジナルプログラミングを

  ダウンロード

  先⽣オリジナルの

  プログラミングデータ

  RMSにて対象タブレット・Kebbiに配信

NUWAプログラミングライブラリー



 13 

 

⏪Kebbi Wi-fiステーション（仮称、試作機） 

▶️このKebbi Wi-fiステーションは、タブレットにも対応可能ですので、タブレット台数増

加によるデータ処理容量補完が必要な場合に、活用できる可能性があります。 

 

 

◆総括 

今回 Kebbiのプログラミング授業に携わり、印象に残った点は、子供がプログラミン

グの対象物を【モノ】としてではなく、教える対象【人格をもったパートナー】として授業

に臨んでいるように感じた点です。子供が Kebbiから『学ぶ』だけの受け身の活動では

なく、Kebbiに『教える』という主体的な学びの活動になるプログラミング授業を先生方

と共に作ることに貢献できたのではないかと考えます。 

実証期間中は、Kebbiの動きや機能を改善していかなければならないことがありまし

た。さらに学校ごとにWi-fi環境などの通信インフラが異なり、その都度検証の必要も

ありました。しかし、各学校のご理解とご協力のもと、Kebbi開発チームと最適な状況に

改善していくことができました。 

大府市のプログラミング授業では、大府市教育委員会のサポートのもと、従前の

Kebbiのプログラミングに加えて、各学校が Kebbiの開発ツールを使用して、大府市

のプログラミング教育手引書を活かし、社会科や理科の要素を含んだオリジナルプロ

グラミングを作成していただけました。大府市教育委員会が率先垂範されている ICT

教育リテラシーの高さに驚きました。このような知見を広げていくことで、愛知県の ICT

教育リテラシーが飛躍的に伸び、全国でも有数のものになるのではないかと考えま

す。 

準備時間も少ない中、「子供たちに良い学びの時間を！！」という想いから、たくさ

んの先生方が、動きや表情の面白さや奥深さ、機能面だけでなく、指導書やミッション

カードなど Kebbiの多くの魅力に触れていただけました。合わせて意欲的にオリジナ

ルのカリキュラムを作ったり、継続を希望したりしていただけたこと感謝いたします。今

後さらにたくさんの学校の子供たちや先生方にこのような体験をしていただけたら幸い

です。 

Kebbiはさらに教育と社会実装の併走を目指し、実践力のある IT人材育成の一助

を目指すべく引き続き尽力していきます。今回は貴重な機会をありがとうございました。 

 

 


